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(54)【発明の名称】 車椅子着座人異常検知装置

(57)【要約】
【課題】車椅子着座人の生体情報に異常が認められた
時、自動的に異常を第三者に通報して重大事故を未然に
防ぐ車椅子着座人異常検知装置を提供する。
【解決手段】車椅子の着座人を検知する着座人検知手段
と、車椅子に人が座っていることが判断された時装置に
電源を供給する電源投入手段と、着座人の生体情報信号
を無拘束で検知する無拘束生体情報検知手段と、該無拘
束生体情報検知手段から生体情報信号を抽出する生体情
報信号抽出手段と、生体情報信号の異常を解析する生体
情報異常解析手段と、該生体情報異常解析手段で生体に
異常ありと生体異常信号が出力されると、通信手段で前
記生体異常信号を送信をする、受信手段で着座人の異常
を第三者に知らせる手段を含んでいる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】車椅子の着座人を検知する着座人検知手段
と該着座人検知手段で車椅子に人が座っていることが判
断された時のみ、装置に電源を供給する電源投入手段
と、車椅子着座人の生体情報信号を無拘束で検知する無
拘束生体情報検知手段と、該無拘束生体情報検知手段に
より得た着座人の脈搏・呼吸信号と着座人の動きによっ
て発生する体動信号や商用周波数信号から、生体情報信
号である脈搏・呼吸・体動信号のみを抽出する生体情報
信号抽出手段と、前記生体情報信号の異常を解析する生
体情報異常解析手段と、該生体情報異常解析手段で生体
に異常ありと生体異常信号が出力された時、生体異常で
あることを無線で第三者に知らせる通信手段と併せもっ
た手動式非常スイッチと通信手段から送信される情報を
受信して情報内容を第三者に知らしめす受信手段を有す
ることを特徴とする着座人の異常をチェックする車椅子
着座人異常検知装置。
【請求項２】請求項１の車椅子着座人異常検知装置の通
信手段で着座人の生体情報に係る情報を第三者を経由し
て近親者、病院、消防署、介護センターその他これらの
情報を必要とする場所や、人に情報のサービスを行う情
報サービス手段を有することを特徴とする着座人の異常
をチェックする車椅子着座人異常検知装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明に属する技術分野】本発明は、車椅子着座人の呼
吸や心拍に異常が認められた時、自動的に異常であるこ
とを第三者に通報して重大事故を未然に防ぐ装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】従来、介護人や看護婦の目の届かない車
椅子で徘徊する着座人の突然死や異常事態を第三者に通
報する有効手段がなかったため、車椅子に体を拘束して
徘徊を抑える方法が講じられていた。しかし、平成１３
年５月から人権侵害の観点から施設内での高齢者や病人
の身体拘束が規制により出来なくなった。その為、介護
人・看護婦不足により着座人の安全管理が更に難しくな
り大きな社会問題になっている。
【０００３】
【発明の解決しようとする課題】このように車椅子着座
人の人権保護が保障されるようになったが、介護人・看
護婦の目の届かない所で車椅子で徘徊する着座人の事故
対策がとれないのが実情である。
【０００４】本発明は、このような従来技術の課題に着
目して成されたもので、車椅子着座人拘束が規制による
車椅子で自由に行動ができるようになった車椅子着座人
の事故の発生率を抑えることができる。着座人を優しく
見守る車椅子着座人異常検知装置を提供することを目的
とする。
【０００５】
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【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
の本題の第１発明は、車椅子の着座人を検知する着座人
検知手段と、該着座人検知手段で車椅子に人が乗ってい
ることが判断された時のみ装置に電源を供給する電源投
入手段と、車椅子着座人の生体情報信号を無拘束で検知
する無拘束生体情報検知手段と、該無拘束生体情報検知
手段により得た着座人の脈搏・呼吸信号と着座人の動き
によって発生する体動信号や商用周波数信号から、生体
情報信号である脈搏・呼吸・体動信号のみを抽出する生
体情報信号抽出手段と、前記生体情報信号の異常を解析
する生体情報異常解析手段と、該生体情報異常解析手段
で生体に異常ありと生体異常信号が出力された時、生体
異常であることを無線で第三者に知らせる通信手段と併
せもった手動式非常スイッチと通信手段から送信される
情報を受信して情報内容を第三者に知らしめす受信手段
を有することを特徴とする着座人の異常をチェックする
車椅子着座人異常検知装置。
【０００６】また第２発明の車椅子着座人異常検知装置
の構成は、車椅子着座人異常検知装置の通信手段で、着
座人の生体情報に係る情報を第三者を経由して近親者、
病院、消防署、介護センターその他これらの情報を必要
とする場所や、人に情報のサービスを行う情報サービス
手段を有することを特徴とする着座人の異常をチェック
する車椅子着座人異常検知装置。
【０００７】
【発明の実施の形態】実施の形態１．以下本発明の実施
形態による車椅子着座人の生体異常をチェックする車椅
子着座人異常検知装置を説明する。図１は、実施の形態
の概略ブロック図である。図１において無拘束生体情報
検知器１の出力は、生体情報信号抽出部２の入力に接続
され該生体情報信号抽出部２の出力は生体情報異常解析
部３の入力に接続され、該生体情報異常解析部３の出力
は通信部４の入力に接続され、通信部４には非常スイッ
チ８が接続され、出力にはアンテナ５が接続され、着座
人検知部６の出力は電源スイッチ７に接続され電源スイ
ッチ７の出力電圧は各部に供給される、通信部４から送
信される情報を受信して情報内容を第三者に知らしめす
受信部９には警報器や通信部から送信される情報を表示
する表示器が内蔵されてする。
【０００８】以上の構成により図３に示すように動作す
る即ち図３は上記第１の実施形態の動作を説明するタイ
ミングチャートである。着座人の生体情報を検知器する
圧電フィルムを内蔵した無拘束生体情報検知器１と一体
型の着座人検知部６の感圧マットを車椅子の座席に装着
しておく、病人または高齢者が着座すると着座人検知部
６の感圧マットがＯＮになったり電源スイッチ７が作動
し、電源が各回路に供給されると同時に無拘束生体情報
検知器１から生体情報信号（ａ）が出力されている。こ
の生体情報信号（ａ）には商用周波数信号成分や、外部
ノイズ信号や、体の動きに同期した振動信号成分や、呼
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吸成分や、脈搏成分が含まれている。この生体情報信号
（ａ）から生体情報信号抽出部２で呼吸および脈搏成分
や体の動きに同期した体動信号成分の生体信号（ｂ）の
みを抽出する。生体信号（ｂ）は生体情報異常解析部３
の入力に加えられ、着座人の生体信号（ｂ）の停止時間
が任意の設定値ｔｘ以上になると生体情報異常解析部３
から生体異常信号（ｃ）が出力される。生体情報異常解
析部３出力の生体異常信号（ｃ）は通信部５の入力に加
えられ通信部５に生体異常信号（ｃ）入力されるとアン
テナ５から生体異常信号（ｃ）送信される。また通信部
５に接続された非常スイッチ８を着座人が押すと着座人
異常信号（ｄ）が送信され、受信部９は、通信部から送
られてくる生体異常信号（ｃ）や着座人異常信号（ｄ）
を解読し、警報器であるブザーや警告灯を動作させて第
三者に着座人の異常を知らせる。また必要に応じて生体
信号（ｂ）を通信部４で送信し、生体信号（ｂ）や生体
異常信号（ｃ）着座人異常信号（ｄ）の内容を表示器に
表示する。また複数の通信部４から送られてくる各情報
にも受信部９は対応が可能。
【０００９】また着座人の脈搏を検知する無拘束生体情
報検知器１の検知手段は圧電フィルム（ＰＶ  ＤＦ、窒
化アルミニュウムその他）を用いる。
【００１０】それ以外にエアマットにマイクロホンまた
は歪ゲージセンサまたは圧力センサを装着する方法を検
知手段として用いることも可能。
【００１１】または振動センサ、または圧電素子または
レーザドップラセンサまたは超音波センサまたは磁気セ
ンサまたはマイクロ波センサまたは光センサまたは静電
センサまたはジャイロセンサまたは加速度センサその他
生体情報が検知できるセンサ等を検知手段として用いる
ことも可能。
【００１２】またチューブに圧力センサを装着したセン
サも検知手段として用いることも可能。
【００１３】また生体情報抽出部２では着座人の体動信
号や、その他の振動信号が含まれる生体情報信号（ａ）
から補正回路を追加することにより生体信号（ｂ）のみ
を抽出することができる。
【００１４】また無拘束生体情報検知器１は、着座部ま
たは背も垂れその他生体情報が検知できるところに装着
する。
【００１５】また無拘束生体情報検知器１は、車椅子組
込みも可能。
【００１６】また無拘束生体情報検知器１は、車椅子に
後付けも可能。
【００１７】また無拘束生体情報検知器１は、車椅子に
要易に脱着を行うことも可能。
【００１８】また構成図の無拘束生体情報検知器１の次
段である生体情報信号抽出部２、生体情報異常解析部３
の部分をＣＰＵに置換えソフトで信号処理を行う例えば
ファジーまたはニューロファジー、ニューラルネットワ
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ークその他の信号解析方法で図１と同機能に置換するこ
とができる。
【００１９】また、上記のＣＰＵにＤＳＰを使用するこ
とが可能。
【００２０】また、ワンチップ化したＩＣに置換えるこ
とも可能。
【００２１】また上記に無拘束生体情報検知器１のセン
サを内蔵したＩＣ化も可能である。
【００２２】また上記に無線部５を内蔵したＩＣ化も可
能である。
【００２３】また、着座人検知部の人体検知器として、
加圧センサを用いる。
【００２４】または超音波センサまたは歪ゲージセンサ
またはマイクロ波センサまたは熱線センサまたは光セン
サまたは視覚センサまたは静電センサまたは磁気センサ
または電磁界センサまたはマイクロホンセンサまたは圧
力センサ、着座人に付けたＲＦＩＤセンサまたは誘導タ
グセンサまたはその他の着座人を検知することが可能な
センサを用いる。
【００２５】また本発明実施形態１による車椅子着座人
異常検知装置に着座人の転落検知器と判断機能、また車
椅子横転検知・判断機能を追加し着座人転落や車椅子横
転を無線で知らせることが可能。
【００２６】または上記に車椅子による徘徊を防止する
ための徘徊検知器を車椅子に装置することが可能。
【００２７】また屋内での車椅子移動位置を計測するシ
ステムで着座人の安全を管理することができる。
【００２８】また車椅子にモニターを装置して着座人の
生体情報に関するデータを表示することが可能。
【００２９】また無拘束で血圧・発汗、体脂肪率、末し
ょう脳波、体温、体重計測することも可能である。
【００３０】また車椅子着座人異常検知装置と離れた所
で生体情報に関するデータの双方向通信が可能である。
【００３１】また必要に応じて着座人の映像・音声を伝
送することもできる。
【００３２】また無線部にＰＨＳまたは携帯電話を用い
ることが可能。
【００３３】実施の形態２以下本発明の実施形態２によ
る車椅子着座人異常検知装置を説明する。図２は、実施
の形態２の概略ブロック図である実施の形態１の車椅子
着座人異常検知装置の通信手段で、着座人の生体情報に
係る情報を第三者を経由して近親者、病院、消防署、介
護センターその他これらの情報を必要とする場所や人に
情報のサービスを行う。
【００３４】以上の構成により上記車椅子着座人の生体
情報または非常スイッチによる緊急通報を近親者、病
院、消防署、介護センターその他の場所や人にサービス
センターを経由して情報を送り、サービスセンターは必
要に応じて料金を徴収することもできる。
【００３５】また上記以外の着座人の転落、車椅子の横
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転、車椅子の位置、徘徊状況、または着座人の血圧・発
汗状況、体脂肪率、体温、末しょう脳波、体重、映像等
の送信可能である。
【００３６】また必要に応じて着座人の映像や音声を伝
送することが可能。
【００３７】また車椅子からの転落と車椅子を使用して
いない事を区別する為に、車椅子に搭載された車椅子着
座人異常検知装置に車椅子使用時であることを認知する
手段を設けることが可能。
【００３８】また車椅子からの転落と車椅子を使用して
いないことを区別する為に、受信部９に車椅子使用時で
あることを識別する手段を設けることが可能である。
【００３９】また複数の車椅子の中で簡単に異常車を識
別する為に車椅子または着座人異常時に作動するブザー
やランプを車椅子に取り付けることが可能である。
【００４０】
【発明の効果】以上詳細に説明したように本１．２．の
発明によれば車椅子着座人異常検知装置では、着座人の
高齢者や病人を拘束することなく、呼吸・脈搏、体動を
含めた生体情報を検知して異状があれば介護人や看護婦
に知らせることができるので重大事故を未然に防ぐこと
が可能。
【００４１】また本発明１．２は、着座人の生体情報監
視にカメラを使用しないのでプライバシーの保護が確保
できる。
【００４２】また本発明１．２は、車椅子に座るだけで
脈搏・呼吸が検知できるので、着座人の肉体・精神負担
が無い。
【００４３】また本発明１．２は、車椅子の着座人に異
常があった時のみ無線で介護人や看護婦に知らせる事が*
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*できるので、介護人または看護婦の労働負担が軽減され
るとともに介護効率がアップする。
【００４４】また、徘徊システム機能を追加することに
より未然に徘徊を防ぐことができる。
【００４５】また車椅子からの着座人転落機能により、
転落後の重大事故を未然に防ぐことができる。
【００４６】また車椅子横転機能により、横転事故後の
着座人の重大事故を未然に防ぐことができる。
【００４７】また本発明２は、遠隔地に車椅子着座人の
生体情報以外に、徘徊情報や車椅子横転、着座人の転落
情報、その他の生体情報とサービスセンターを経由して
送ることが可能なので遠隔生体監視が実現できる。
【００４８】また本発明２は、車椅子独居老人の異常を
通信回線を介して外部に知らせる事ができるので独居老
人死を未然に防ぐことができる。
【００４９】車椅子に生体情報検知器が簡単に脱着出来
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態１の概略を示すブロック図で
ある。
【図２】本発明の実施形態２の概略を示すブロック図で
ある。
【図３】本発明の実施形態１の動作を説明するための波
形である。
【符号の説明】
１無拘束生体情報検知器          ６着座人検知部
２生体情報信号抽出部            ７電源スイッチ
３生体情報異常解析部            ８非常スイッチ
４通信部                        ９受信部
５アンテナ

【図１】 【図２】
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